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１
．
は
じ
め
に

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業「
筑
後
川
下
流
右
岸
地
区
」

は
、平
成
24
年
10
月
１
日
に
事
業
着
工
（
事
業
所
開
設
）

し
た
地
区
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
よ
り
本
格
的
な
工
事

の
施
行
に
入
り
ま
す
。
今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
の

機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
地
域
水
利
の
概
要
や
歴
史

を
概
観
し
た
後
に
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
佐
賀
平
野
と
ク
リ
ー
ク
網

本
地
区
は
、
佐
賀
県
南
部
か
ら
東
部
に
広
が
る
佐
賀

平
野
に
位
置
し
、
九
州
最
大
の
河
川
で
あ
る
筑
後
川
の

下
流
右
岸
地
域
に
広
が
る
水
田
農
業
地
帯
で
あ
り
、
そ

の
大
半
は
、
有
明
海
の
干
潟
の
発
達
に
よ
る
自
然
干
陸

と
干
拓
の
歴
史
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
極
め
て
低
平
な
地

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
賀
平
野
に
は
筑
後
川
、
嘉
瀬
川
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
大
小
の
河
川
が
、
我
が
国
で
最
も
干
満
差
の
大
き

い
（
最
大
６
ｍ
）
有
明
海
へ
と
流
れ
て
い
ま
す
が
、
背

後
の
脊
振
山
系
は
山
が
浅
く
保
水
力
に
乏
し
く
、
そ
の

一
方
で
平
野
部
は
低
平
で
あ
る
た
め
、「
降
れ
ば
洪
水
、

晴
れ
れ
ば
渇
水
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
常
に
水
害
・

干
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
地
域
に
マ
ッ
チ
し
た
水
利

形
態
と
し
て
、
ク
リ
ー
ク
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

ク
リ
ー
ク
は
、
土
地
の
言
葉
で
は
、「
ほ
い
（
堀
）」

な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
ク
リ
ー
ク
（creek

）」
と
い
う
英
語
に
は
、「
海
か

ら
陸
地
に
流
れ
込
む
狭
く
て
長
い
水
域
」
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
あ
り
、
有
明
海
の
潮
汐
に
よ
り
水
が
海
と
行

き
来
す
る
堀
の
特
徴
を
捉
え
て
近
年
こ
の
よ
う
に
呼
び

な
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
ク
リ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
近
年
ま
で
有
明
海

の
潮
汐
を
利
用
し
た
「
ア
オ
取
水
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
有
明
海
の
満
潮
時
に
は
、
河
川
感
潮
部
の
水
位

が
上
が
り
、
比
重
の
高
い
塩
水
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
上

層
の
淡
水
（
ア
オ
）
の
取
水
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ

の
ア
オ
を
樋
管
か
ら
ク
リ
ー
ク
網
に
引
き
込
み
、
灌
漑

用
に
貯
め
込
む
も
の
で
す
。（
図
︱
１
）

佐
賀
平
野
全
体
に
占
め
る
ク
リ
ー
ク
の
面
積
は
、
約

１
９
０
０
㌶
と
い
わ
れ
、
そ
の
貯
水
量
は
、
２
２
０
０

万
ｔ
で
、
嘉
瀬
川
上
流
に
あ
る
北
山
ダ
ム
の
貯
水
量
に

匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
佐
賀
平
野
の
任
意

の
地
点
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
見
て
い
き
ま
す
と
、

道
路
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
密
度
で
ク
リ
ー
ク
が
巡
ら
さ
れ

て
お
り
、
極
め
て
地
域
に
密
着
し
た
水
利
施
設
で
あ
る

こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

図―１　アオ取水の模式図
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ク
リ
ー
ク
は
、灌
漑
用
水
路
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
、

排
水
路
、
た
め
池
、
遊
水
池
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
降
れ
ば
」、
洪
水
を
流
下
さ
せ

る
と
と
も
に
流
下
能
力
を
上
回
る
部
分
を
空
き
断
面
に

一
時
的
に
貯
め
込
む
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
農
地
や
宅
地

へ
の
被
害
を
防
ぎ
、「
晴
れ
れ
ば
」、
用
水
と
し
て
貯
め

込
ん
で
い
た
水
を
農
地
に
供
給
し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

佐
賀
平
野
の
特
色
に
極
め
て
う
ま
く
適
合
す
る
よ
う
に

形
成
さ
れ
て
き
た
施
設
と
い
え
ま
す
。

３
．
佐
賀
平
野
ク
リ
ー
ク
網
の
歴
史
的
変
遷

佐
賀
平
野
に
お
け
る
ク
リ
ー
ク
網
の
歴
史
は
古
く
、

有
明
海
の
干
潮
時
に
で
き
る
澪
筋
や
沖
積
平
野
の
成
長

に
伴
っ
て
潮
汐
に
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
で
き
た

江え

湖ご

を
、
弥
生
時
代
に
生
活
の
基
盤
と
す
る
た
め
に
た

め
池
や
原
始
的
用
水
堀
へ
と
改
良
拡
大
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
暦
６
０
０
年
頃
に
は
既
に
佐
賀
平
野
で
干
拓
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
化
の
改
新
後
の
条
里
制
実

施
に
よ
り
用
水
路
網
と
し
て
掘
ら
れ
た
ク
リ
ー
ク
も
あ

り
、
こ
れ
が
佐
賀
平
野
の
土
地
改
良
の
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

１
２
０
０
～
１
３
０
０
年
頃
は
、
武
家
社
会
の
成
立

に
よ
る
土
地
争
い
な
ど
に
よ
り
、
環
濠
集
落
の
形
成
に

伴
い
防
護
主
体
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
成
冨
兵
庫
茂
安
（
鍋
島
藩
）

に
よ
る
綿
密
な
利
水
・
治
水
事
業
に
よ
り
、
現
在
の
ク

リ
ー
ク
網
の
原
型
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

佐
賀
城
の
築
城
に
伴
い
軍
防
手
段
と
し
て
壕
を
形
成
し

た
の
を
は
じ
め
、
城
下
町
形
成
の
た
め
の
生
活
用
水
や

灌
漑
用
水
の
確
保
、
舟
運
交
通
網
の
活
性
化
、
水
害
や

干
害
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
戦
乱
に

よ
っ
て
荒
廃
し
た
農
地
の
復
旧
を
行
う
と
と
も
に
、
筑

後
川
の
千
栗
堤
防
、
蛤
水
道
、
三
千
石
堰
、
石
井
樋
な

ど
を
当
時
の
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
て
築
造
し
、
ク

リ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
に
よ
り
城
下
町
の
水
管

理
手
法
を
確
立
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
ク
リ
ー
ク
網

は
、
佐
賀
の
生
活
、
農
業
、
産
業
（
全
国
初
の
洋
式
軍

需
工
場
、
反
射
炉
）、
物
流
（
有
明
海
と
の
交
通
）
な

ど
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、
北
九
州
に
官
営
製
鉄
所
が
で

き
た
た
め
佐
賀
の
技
術
は
近
代
産
業
と
結
び
付
か
ず
、

佐
賀
は
ク
リ
ー
ク
網
を
活
用
す
る
農
業
を
中
心
に
発
展

し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
技
術
向
上
に
よ
り
、
干

拓
工
事
が
著
し
く
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
期
に
機
械
文
明
が
輸
入
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で

の
人
力
（
踏
車
）
に
よ
る
ク
リ
ー
ク
か
ら
の
揚
水
を
い

ち
早
く
電
動
ポ
ン
プ
へ
と
切
り
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、

化
学
肥
料
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
反
当
た
り
収
穫

量
が
日
本
一
と
な
る
ほ
ど
の
穀
倉
地
帯
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
「
佐
賀
段
階
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
戦
後
、農
作
機
械
や
化
学
肥
料
の
本
格
普
及
、

深
井
戸
の
普
及
や
水
管
理
の
徹
底
（
間
断
灌
漑
と
ク

リ
ー
ク
水
位
の
低
下
）
な
ど
米
生
産
力
の
強
化
運
動
が

盛
ん
と
な
り
、「
新
佐
賀
段
階
」
と
呼
ば
れ
る
佐
賀
農

業
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

４
．
佐
賀
平
野
ク
リ
ー
ク
網
の
近
代
的
再
編
整
備

こ
の
よ
う
に
ク
リ
ー
ク
網
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

佐
賀
平
野
の
農
業
で
す
が
、
昭
和
40
年
代
に
入
り
さ
ら

に
農
業
の
生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
頃
に
は
、
次
の

よ
う
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

・
ア
オ
取
水
は
、
潮
汐
や
河
川
の
流
れ
る
量
な
ど
に
左

右
さ
れ
時
間
的
に
不
規
則
で
不
安
定
な
た
め
、
水
を

確
保
す
る
た
め
に
多
く
の
労
力
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

・
ま
た
、
用
排
兼
用
の
ク
リ
ー
ク
は
、
不
規
則
・
無
統

合
に
分
布
し
、
農
地
の
形
や
用
排
水
路
等
は
未
整
備

の
ま
ま
で
、
合
理
的
農
業
生
産
活
動
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

・
排
水
面
で
も
、
低
平
地
の
た
め
排
水
不
良
地
域
が
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
安
定
な
用
水
供
給
に
備
え

る
べ
く
、
ク
リ
ー
ク
の
水
位
を
高
く
保
た
ね
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
筑
後
川
左
岸
の
福
岡
県
側
の

平
野
部
で
も
同
様
で
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ほ
場
整
備
の
実
施
と

一
体
的
に
ク
リ
ー
ク
網
の
抜
本
的
再
編
整
備
を
行
う
筑

後
川
下
流
土
地
改
良
事
業
が
計
画
さ
れ
、
国
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
部
分
は
昭
和
52
年
に
着
工
、
関
連
す
る
県

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
や
ほ
場
整
備
事
業
も
順
次
施
行

さ
れ
、
平
成
10
年
代
に
は
佐
賀
平
野
に
お
け
る
ク
リ
ー

ク
網
の
再
編
整
備
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
次
の
よ
う
な
効
用

が
発
現
し
て
い
ま
す
。

①
用
排
水
系
統
の
再
編
成

筑
後
川
の
両
岸
の
ア
オ
取
水
を
筑
後
大
堰
地
点
か
ら

の
取
水
に
変
更
し
、
導
水
路
の
設
置
や
幹
線
水
路
を
ほ

場
整
備
事
業
等
と
一
体
的
に
設
置
し
、
不
規
則
な
状
態

で
散
在
し
て
い
る
農
地
の
区
画
整
理
及
び
ク
リ
ー
ク
の

整
理
統
合
を
行
い
、用
排
水
系
統
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
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②
用
水
の
安
定
供
給

筑
後
川
や
嘉
瀬
川
を
用
水
源
と
し
て
、
潮
汐
や
河
川

流
量
に
左
右
さ
れ
、
不
安
定
な
取
水
や
恒
久
的
な
用
水

不
足
地
帯
に
用
水
の
安
定
供
給
が
実
現
し
ま
し
た
。

③
排
水
の
改
良

用
水
の
安
定
的
な
供
給
を
可
能
と
し
、
ク
リ
ー
ク
管

理
水
位
を
田
面
下
１
ｍ
ま
で
低
下
さ
せ
、
ほ
場
整
備
事

業
と
相
ま
っ
て
農
地
の
汎
用
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
１
ｍ
分
の
空
き
容
量
に
よ
り
、
洪
水
を
一
時
的
に

た
め
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

図
︱
２
に
、
佐
賀
平
野
の
一
部
地
域
に
お
け
る
ク

リ
ー
ク
再
編
整
備
前
後
の
オ
ル
ソ
画
像
の
比
較
を
示
し

ま
す
。
再
編
整
備
後
は
、
ほ
場
が
整
形
化
、
大
区
画
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
ク
リ
ー
ク
路
線
が
抜
本
的
に
再
編

さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

５
．
地
域
農
業
の
概
要

本
地
域
に
お
い
て
は
、
稲
作
を
主
体
と
し
て
、
裏
作

の
麦
、
水
田
の
畑
利
用
に
よ
る
大
豆
作
等
を
組
み
合
わ

せ
た
土
地
利
用
型
農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
益

３
市
３
町
に
お
け
る
耕
地
利
用
率
は
１
６
０
％
（
平
成

18
年
値
）
と
な
っ
て
お
り
、
耕
地
利
用
率
全
国
１
位
の

佐
賀
県
（
同
年
値　

県
１
３
２
％
、
全
国
93
％
）
の
中

で
も
、
極
め
て
高
い
利
用
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
イ
チ

ゴ
な
ど
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。

こ
の
よ
う
な
営
農
を
下
支
え
し
て
い
る
の
は
、
国
営

筑
後
川
下
流
農
業
水
利
事
業
を
は
じ
め
県
営
ほ
場
整
備

事
業
等
の
各
種
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
広
域
的
・
重
層

的
に
整
備
さ
れ
た
農
業
用
用
排
水
と
農
地
の
基
盤
条
件

で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

６
．
佐
賀
平
野
ク
リ
ー
ク
網
の
現
状
の
課
題

筑
後
川
土
地
改
良
事
業
及
び
関
連
事
業
に
よ
る
ク

リ
ー
ク
の
再
編
整
備
に
当
た
っ
て
は
、水
路
の
構
造
は
、

家
屋
隣
接
区
間
等
を
除
き
基
本
的
に
台
形
断
面
の
素
掘

り
構
造
（
土
水
路
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
地
域
の
土
壌
は
、
地
域
特
有
の
有
明
粘
土

が
卓
越
し
て
い
ま
す
。
有
明
粘
土
の
特
性
の
一
つ
と
し

て
、
乾
湿
を
繰
り
返
す
と
脆
く
崩
れ
や
す
く
な
る
（
ス

レ
ー
キ
ン
グ
）
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ
り
、
気
象
の
振

れ
幅
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
地
域

の
気
象
デ
ー
タ
を
調
べ
ま
す
と
、「
晴
れ
れ
ば
」
連
続

干
天
が
頻
発
化
す
る
一
方
、「
降
れ
ば
」
集
中
豪
雨
が

頻
発
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
有
明
粘

土
の
ス
レ
ー
キ
ン
グ
を
誘
発
す
る
乾
湿
繰
り
返
し
（
水

位
の
上
下
動
含
む
）の
要
因
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
一
因
と
な
り
、
近
年
、
ク
リ
ー

ク
法
面
の
崩
壊
が
顕
著
化
し
、
周
辺
の
道
路
や
農
地
に

被
害
を
及
ぼ
す
状
況
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。（
写
真

︱
１
、
２
）
更
に
、
崩
壊
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
貯
留
・

排
水
機
能
低
下
が
、
広
域
的
な
湛
水
被
害
の
増
大
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
写

真
︱
３
）

出典：電子国土基本図（オルソ画像）

図―２　クリーク網再編整備の前後比較

写真―１　�法面の崩落による農地
への影響

写真―３　�崩落土砂堆積による貯
留・排水機能の低下

写真―２　�法面の崩落による道路
への影響
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７
．「
筑
後
川
下
流
右
岸
地
区
」
事
業
計
画
の
概
要

前
述
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
の
地
元
か
ら

の
強
い
要
望
を
受
け
、
平
成
23
～
24
年
度
に
地
区
調
査

が
実
施
さ
れ
、
93
％
を
超
え
る
地
元
同
意
を
得
て
、
昨

年
10
月
に
事
業
着
手
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

本
事
業
は
、
ク
リ
ー
ク
の
断
面
回
復
及
び
法
面
保
護

を
行
い
、
広
域
的
な
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も

に
、農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、

併
せ
て
国
土
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。（
図
︱
３
、
表
︱
１
）

（
１
）
関
係
市
町　

佐
賀
市
、
小
城
市
、
神
埼
市
、

吉
野
ヶ
里
町
、上
峰
町
、み
や
き
町

（
２
）
受
益
面
積　

１
万
８
２
２
㌶

（
３
）
事
業
工
期　

平
成
24
年
度
～
平
成
35
年
度

（
４
）
総
事
業
費　

４
６
８
億
円

（
５
）
主
要
工
事　

ク
リ
ー
ク
法
面
保
護
工

Ｌ
＝
１
７
３
・
４
㎞

な
お
、
本
地
域
に
お
い
て
は
、
県
営
ク
リ
ー
ク
防
災

事
業
も
同
時
並
行
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
事
業

に
か
か
る
国
と
県
の
役
割
分
担
の
基
本
的
考
え
方
は
、

地
域
の
ク
リ
ー
ク
の
う
ち
「
縦
幹
線
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
路
線
で
整
備
の
必
要
な
区
間
を
国
が
施
行

し
、「
横
幹
線
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
路
線
で
整
備

の
必
要
な
区
間
を
県
が
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
「
縦
幹
線
」
の
中
に
は
、
前
歴
事
業
が
国
営

事
業
の
路
線
だ
け
で
な
く
、
県
営
か
ん
が
い
排
水
や
ほ

場
整
備
由
来
の
路
線
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
他
者
財
産
に
か
か
る
工
事
施
行
と
し
て

協
定
に
基
づ
き
実
施
し
、
工
事
完
了
後
は
財
産
所
有
者

に
返
還
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

８
．
工
事
の
概
要

本
事
業
に
お
け
る
ク
リ
ー
ク
整
備
工
事
の
基
本
的
考

え
方
は
、（
１
）
法
面
の
崩
壊
や
土
砂
堆
積
に
よ
り
変

形
し
た
ク
リ
ー
ク
断
面
を
、
石
灰
／
セ
メ
ン
ト
に
よ
る

土
質
改
良
を
加
え
つ
つ
前
歴
事
業
の
断
面
に
復
元
整
備

し
た
上
で
、（
２
）
ク
リ
ー
ク
法
面
の
再
崩
壊
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
、乾
湿
繰
り
返
し
が
頻
発
す
る
範
囲（
国

営
造
成
路
線
は
全
面
）
に
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ッ
ト
に
よ
る
表

面
保
護
を
行
い
、（
３
）
併
せ
て
、
そ
の
上
部
に
植
生

工
を
施
し
た
り
、
多
自
然
型
区
間
を
設
け
る
な
ど
の
環

境
配
慮
対
策
を
行
う　

と
い
う
も
の
で
す
。（
図
︱
４
）

工
事
の
具
体
的
な
手
順
は
、①
工
事
用
道
路
の
設
置
、

②
仮
締
め
切
り
・
水
替
え
工
（
ク
リ
ー
ク
に
は
、
基
本

的
に
通
年
水
が
流
れ
て
い
る
た
め
、
工
事
を
行
う
水
田

落
水
後
の
期
間
は
、
工
事
区
間
を
締
め
切
り
ド
ラ
イ

ワ
ー
ク
に
す
る
）、
③
泥
土
等
土
質
改
良
（
国
営
造
成

水
路
は
石
灰
改
良
、
県
営
造
成
水
路
は
セ
メ
ン
ト
改

良
）、
④
土
工
（
前
歴
事
業
の
断
面
に
復
元
整
備
す
る

た
め
、
掘
削
、
盛
土
、
転
圧
等
）
⑤
法
面
保
護
工
（
ブ

ロ
ッ
ク
マ
ッ
ト
敷
設
＋
植
生
工
）、
⑥
原
形
復
旧　

と

い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。（
写
真
︱
４
～
６
）

表―１　事業対象路線一覧表
項 目 

路線名 

延長 

（km） 

水路巾    

（m） 
構 造 備 考 

三 田 川 線 7.0   14.5～25.2 

法面：ブロックマット 

水路底：土水路 

クリーク 

（貯水池 兼 

用排兼用水路）

千 代 田 線 6.4   26.0   

諸 富 線 5.6   15.0～21.0 

徳 永 線 14.2   15.0～35.0 

南 里 線 6.9   20.0～22.0 

浮 島 線 6.0   15.0～25.0 

曽 根 線 1.8   10.0～15.0 

詫 田 線 3.4   11.0～27.0 

徳 富 線 7.6   15.0～35.0 

佐 賀 市 東 部 線 5.6   7.5～20.0 

大 堂 線 1.9   18.0   

北 茂 安 １ ～ ６ 号 線 8.3   8.7～21.0 

三 根 西 線 1.2   10.0   

乙 ノ 馬 手 田 中 線 2.5   9.5～20.5 

神 納 線 1.1   13.0   

神 埼 １ ～ ５ 号 線 9.4   11.0～30.6 

姉 川 線 1.4   12.0～30.0 

兵 庫 東 部 線 1.3   12.0～20.0 

兵 庫 南 部 線 1.1   12.0～20.0 

兵 庫 西 部 １ ～ ２ 号 線 5.6   16.0～25.0 

大 詫 間 １ ～ ３ 号 線 7.6   9.0   

北 川 副 １ ～ ３ 号 線 6.2   11.0～20.0 

川 副 １ ～ ３ 号 線 16.0   7.0～16.0 

城 西 １ ～ １ ０ 号 線 15.4   6.0～26.0 

東 与 賀 １ ～ ５ 号 線 12.7 9.0～13.0 

久 保 田 １ ～ ２ 号 線 3.0   10.0～11.0 

三 日 月 １ ～ ４ 号 線 3.5   7.0～17.7 

三 里 線 1.4   10.0～10.5 

牛 津 線 2.8   6.0～9.0 

芦 刈 1 ～ ８ 号 線 6.5   9.0～12.0 

計 173.4   －   
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図―３　国営筑後川下流右岸土地改良事業計画平面図及び土地利用計画図
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９
．
環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮

本
地
区
内
に
お
い
て
は
、
日

本
最
大
の
サ
ギ
で
あ
る
ア
オ
サ

ギ
を
は
じ
め
、
佐
賀
平
野
が
そ

の
生
息
地
と
し
て
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
サ

サ
ギ
な
ど
の
大
型
・
中
型
鳥
類

が
、
水
路
や
ク
リ
ー
ク
、
水
田

の
周
辺
で
普
通
に
見
ら
れ
、
ま

た
こ
れ
ら
の
餌
と
な
る
魚
類
、

カ
エ
ル
類
、昆
虫
類
な
ど
非
常
に
多
様
な
生
物
が
生
息
・

生
育
し
て
お
り
、
豊
か
な
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
区
内
の
水
路
、
ク
リ
ー
ク
に
は
、
他
地

域
に
は
な
い
特
有
の
環
境
か
ら
、
現
在
絶
滅
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
水
生
生
物
の
ア
サ
ザ
、
魚
類
の
ニ
ッ
ポ
ン
バ

ラ
タ
ナ
ゴ
、
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
、
メ
ダ
カ
な
ど
様
々
な

希
少
生
物
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
自
然
環
境
と
調
和
し
や
す
い
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ッ
ト
工

法
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
法
面
の
植
生
、
水
路
底
へ

の
覆
土
な
ど
に
よ
り
動
植
物
へ
の
影
響
を
極
力
抑
え
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
線
中
の
随
所
に
階
段

工
や
多
自
然
型
区
間
等
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
親
水

性
・
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

10
．
お
わ
り
に

着
工
間
も
な
い
新
米
事
業
で
す
が
、
防
災
事
業
と
い

う
性
格
上
、「
防
災
・
減
災
」
と
い
う
重
要
施
策
に
分

類
さ
れ
、
折
し
も
昨
年
度
は
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
補

正
予
算
措
置
が
あ
り
、
そ
の
繰
越
分
と
併
せ
、
本
年
度

は
15
億
５
０
０
０
万
円
の
予
算
執
行
を
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

未
だ
事
業
所
の
職
員
体
制
も
手
薄
の
と
こ
ろ
で
す

が
、
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ

け
業
務
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
着
実
な
執
行
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
補
正
予
算
繰
越
分
に
か
か
る
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
目
標
と
さ
れ
て
い

た
本
年
６
月
中
の
工
事
公
告
に
何
と
か
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
作
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
遺
漏
な
く
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
の
総
事
業
費
と

12
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
工
期

（
う
ち
１
年
は
既
に
経
過
）
を
考

え
る
と
、
さ
ら
に
組
織
体
制
を
強

化
し
つ
つ
年
度
予
算
規
模
を
ペ
ー

ス
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
関

係
各
方
面
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
タ
イ
ト
ル
に
「
ク
リ
ー
ク
網
整
備
の
最
終

形
」
と
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弥
生
時
代
か

ら
歴
史
的
変
遷
を
経
て
き
た
佐
賀
平
野
の
ク
リ
ー
ク
網

で
す
が
、
本
事
業
完
成
の
暁
に
は
、
こ
れ
以
上
の
改
善

の
姿
は
ほ
ぼ
考
え
ら
れ
な
い
形
に
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
最
終
形
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
型
と
な
る
よ

う
、
丁
寧
な
整
備
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

事
業
は
長
丁
場
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
引
用
・
参
考
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献
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写真―４　�法面保護工の整備
前後（近傍地区事例）

写真―５　�法面保護材
（ブロックマット）

写真―６　�法面保護工施工状況
（近傍地区）

図―４　クリーク法面保護工の標準断面（例）

植生工 

ブロックマット工 


